
 

15 

 

第３章 西東京市の文化財の要素とストーリー 

１ 指定文化財 

現在、本市の指定文化財等（※）は 63 件、周知の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）は 14

件となっています。そのほか、石仏・石造物、寺院及び神社等様々な文化財が存在し

ています。（※）国及び東京都、本市の指定文化財・登録文化財を示す。 

 

■ 指定及び登録文化財等の内訳 

種別 

有形文化財 
無形民俗文

化財 
名勝 史跡 天然記念物 計 

建造物 
絵画・彫刻 

・工芸品 
古文書 歴史資料 民俗芸能 

国指定 0 0 0 0 0 1 2 0 3 

都指定 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

市指定 2(+1) 9 4 29 2 0 2 2 50(+1) 

国登録 9(+7) 0 0 0 0 0 0 0 9(+7) 

計 12(+8) 9 4 29 2 1 4 2 63(+8) 

                                                         ( )内は第 1期計画策定後の変化 

 

 

 

 

  

国史跡 玉川上水・ 
国名勝 小金井（サクラ） 

令和５年３月現在 

 都指定文化財 田無神社本殿 

 
 

市指定文化財第 46号 保谷囃子 

市指定文化財第 40号 阿波洲神社
奉納絵馬群 「飾り馬」 

撮影：西濱 剛 
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■ 指定・登録文化財と遺跡の分布図 
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第１期計画策定以降、指定・登録された文化財 

■ 指定・登録文化財と遺跡の一覧 

■国指定文化財  ■遺跡 

区分 名称  区分 名称 

史跡 玉川
たまがわ

上水
じょうすい

  遺跡 1 北宮
きたみや

ノ
の

脇
わき

遺跡 

史跡 下野谷
し た の や

遺跡  遺跡 2 上前
かみまえ

遺跡 

名勝 小金井
こ が ね い

（サクラ）  遺跡 3 中荒
なかあら

屋敷
や し き

遺跡 

■都指定文化財  遺跡 5 南入
みなみいり

経塚
きょうづか

遺跡 

 １ 田無
た な し

神社
じんじゃ

本殿
ほんでん

・拝殿
はいでん

  遺跡 7 下野
し た の

谷
や

遺跡 

■国登録文化財  遺跡 8 坂下
さかした

遺跡 

 1 田無
た な し

神社
じんじゃ

参集
さんしゅう

殿
でん

  遺跡 9 上保谷
か み ほ う や

上宿
かみじゅく

遺跡 

 2 小宮家住宅
こみやけじゅうたく

主屋
しゅおく

  遺跡 10 東伏見
ひがしふしみ

稲荷
い な り

神社
じんじゃ

遺跡 

 3 髙
たか

橋家
は し け

住宅
じゅうたく

主屋
しゅおく

  遺跡 11 下柳沢
しもやぎさわ

遺跡 

 4 髙
たか

橋家
は し け

住宅
じゅうたく

土蔵
ど ぞ う

  遺跡 12 上向台
かみむこうだい

北
きた

遺跡 

 5 髙
たか

橋家
は し け

住宅
じゅうたく

衣装蔵
いしょうぐら

  遺跡 13 下宿
しもじゅく

遺跡 

 6 髙
たか

橋家
は し け

住宅
じゅうたく

納屋
な や

  遺跡 14 下宿
しもじゅく

南
みなみ

遺跡 

 7 髙
たか

橋家
は し け

住宅
じゅうたく

表門
おもてもん

  遺跡 15 上向台
かみむこうだい

西
にし

遺跡 

 8 下田家
し も だ け

住宅
じゅうたく

主屋
しゅおく

  遺跡 16 田無南町
たなしみなみちょう

遺跡 

 9 下田家
し も だ け

住宅
じゅうたく

文庫蔵
ぶんこぐら

   （４・６は欠番） 

■市指定文化財    

第 1号 石
せき

幢
どう

六
ろっ

角
かく

地
じ

蔵
ぞう

尊
そん

  第 26号 真誠
しんせい

学舎
がくしゃ

関係
かんけい

文書
もんじょ

 

第 2号 田無
た な し

ばやし  第 27号 尉
じょう

殿
どの

大
だい

権
ごん

現
げん

 神
しん

号
ごう

額
がく

 

第 3号 延慶
えんぎょう

の板碑
い た び

  第 28号 柳沢
やぎさわ

庚申塔
こうしんとう

 

第 4号 稗倉
ひえぐら

  第 29号 旧下田
きゅうしもだ

名主
な ぬ し

役宅
やくたく

 

第 5号 下田家
し も だ け

文書
もんじょ

（公用分例
こうようぶんれい

略記
りゃくき

）  第 30号 木彫
もくちょう

彩色
さいしょく

三十番
さんじゅうばん

神
じん

神像
しんぞう

（附
つき

 厨子
ず し

） 

第 6号 北芝久保
き た し ば く ぼ

庚申塔
こうしんとう

  第 31号 木彫彩色
もくちょうさいしょく

倶利迦羅
く り か ら

不動明王像
ふどうみょうおうぞう

（附
つき

 厨子
ず し

） 

第 7号 養老
ようろう

田
でん

碑
ひ

  第 32号 石製
せきせい

尾張藩
お わ り は ん

鷹場
た か ば

標杭
ひょうぐい

 

第 8号 養老
ようろう

畑
はた

碑
ひ

  第 33号 總持寺
そ う じ じ

のケヤキ 

第 9号 下
しも

田
だ

半
はん

兵
べ

衛
え

富
とみ

宅
いえ

の木像
もくぞう

（附
つき

 厨子
ず し

）  第 34号 田無
た な し

神社
じんじゃ

のイチョウ 

第 10号 獅子頭
し し が し ら

（雄
お

獅子
じ し

・雌
め

獅子
じ し

）  第 35号 水子
み ず こ

地蔵
じ ぞ う

菩薩
ぼ さ つ

立像
りつぞう

 

第 11号 高札
こうさつ

（火付ヶ
ひ つ け

御文言
ご も ん ご ん

高札
こうさつ

）  第 36号 西浦
にしうら

地蔵
じ ぞ う

尊
そん

 

第 12号 人馬
じ ん ば

賃銭
ちんせん

御定
お さ だ

メ
め

掛札
かけふだ

  第 37号 六地蔵
ろ く じ ぞ う

菩薩
ぼ さ つ

立像
りつぞう

 

第 13号 韮
にら

山笠
やまがさ

（名主用
な ぬ し よ う

）  第 38号 榛名
は る な

大権現
だいごんげん

石造物群
せきぞうぶつぐん

 

第 14号 十王堂
じゅうおうどう

一宇
い ち う

建立
こんりゅう

の碑
ひ

  第 39号 石燈籠一対
いしどうろういっつい

 

第 15号 玉井
た ま い

寛海
かんかい

法士
ほ う し

の墓
はか

  第 40号 奉納
ほうのう

絵馬群
え ま ぐ ん

 

第 16号 撃剣
げっけん

家
か

並木
な み き

先生
せんせい

の墓
はか

  第 41号 一
いち

文
もん

銭
せん

向
むか

い目
め

絵
え

馬
ま

二
に

枚
まい

 

第 17号 南芝久保
み な み し ば く ぼ

庚申塔
こうしんとう

  第 42号 菅原道真
すがわらみちざね

石像
せきぞう

 

第 18号 地租
ち そ

改正
かいせい

絵図
え ず

  第 43号 観音寺
か ん の ん じ

の宝篋印塔
ほうきょういんとう

（六十六部
ろくじゅうろくぶ

廻国塔
かいこくとう

） 

第 19号 文化
ぶ ん か

九年
きゅうねん

検地図
け ん ち ず

  第 44号 馬駈
う ま か

け市大絵馬
い ち お お え ま

 

第 20号 文字
も じ

庚申塔
こうしんとう

  第 45号 氏子中
うじこじゅう

奉納
ほうのう

題目塔
だいもくとう

二基
に き

 

第 21号 招魂塔
しょうこんとう

  第 46号 保谷囃子
ほ う や ば や し

 

第 22号 六角地蔵石幢
ろっかくじぞうせきどう

  第 47号 岩船
いわふね

地蔵
じ ぞ う

尊
そん

 

第 23号 青面
しょうめん

金剛
こんごう

庚申像
こうしんぞう

  第 48号 蓮見家
は す み け

文書
もんじょ

 

第 24号 又六石仏群
またろくせきぶつぐん

  第 49号 幕末
ばくまつ

の洋式
ようしき

小 銃
しょうじゅう

 

第 25号 田無村
た な し む ら

御検地帳
ご け ん ち ち ょ う

  第 50号 天
てん

神社
じんじゃ

拝殿
はいでん
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２ 西東京市の関連文化財群等とそのとらえ方 

本計画では、歴史文化をより身近に感じ、文化財等の認知度を高めることを目的と

して、第 1 章に述べたように、一定のまとまりをもつ「関連文化財群」と、そのつな

がりによってわかりやすく本市の歴史文化を示す「ストーリー」を示します。 

文化財をこのように単体ではなく総合的にとらえることは、本市の歴史文化の理解

を深めることに役立つばかりでなく、市内で文化財の保存・活用に関わっている個人

や団体が、専門分野を超えて共通の認識を持つことにつながり、活動の連携等、より

効果的な文化財の保存・活用の推進が期待できます。 

歴史文化は、周辺環境を含め、多様な文化財を要素とする多面的なものであり、関

連文化財群及びストーリーはそのとらえ方によって複数考えられます。以下のとおり、

重視した視点が異なる６つのストーリーを例示します。 

 

⚫ 特定の文化財を重視したストーリー 

  ①武蔵野台地を拓いた人々 

⚫ 地域を重視したストーリー 

②水と集落 

⚫ 時代を重視したストーリー 

⑤近代化するまちと産業と暮らし 

⚫ 地域や時代を超え、物語を重視したストーリー 

③街場と生産場をつなぐ大動脈 

④村の祈りと誇り 

⑥武蔵野の人々の学問・文化・文学 

 

今後、本計画の取組を通して、文化財の認知度がより高まり、人々の中から新たな

関連文化財群やストーリーの検討がなされることが期待されます。 

ここではできる限り「西東京市」を俯瞰するストーリーを示しましたが、特に、西

東京市の特徴である多様性は、旧村域を中心とした明確な地域性に根差しており、今

後は詳細な資料調査とそこから紡がれるストーリーの設定が望まれます。そのストー

リーの舞台を「文化財保存活用区域」として重点的に扱い、個性あふれるまちづくり

につなげていくことが次のステップになります。 

また、関連文化財群やストーリーを活かすため具体的には、関連文化財群をつなぐ

散策ルートを示した文化財マップやストーリーを語る概説書等の作成、地域の特色あ

る自然的・歴史的な景観の保全と魅力ある景観形成の推進、未指定の文化財を含め、

幅広く文化財を把握し保存・活用するための登録文化財制度の導入等を行います。 

さらに、そういった市の文化財を総合的に保護し、市民の文化財保護活動の拠点と

なる「地域博物館」の建設につなげていきます。 
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(１) 西東京市の歴史文化の特性の要素 

次の表は、本市の歴史文化の特性を時代の流れに沿ってみた際のキーワードの例で

す。これらのキーワードに関連する文化財を関連文化財群としてまとめて、歴史文化

として考えられるストーリーの例として紹介します。関連文化財群のストーリーやそ

の構成要素等は今後、本計画の取組を実施する中でさらに検討を進めていきます。 

 

時代 特性・出来事 関連 

原
始
・
古
代
・
中
世 

旧石器 白子川・石神井川流域における第一歩 ●      

縄文 自然と共生した縄文人の暮らし ●      

弥生 

～平安 

（歴史の不詳期間） 

山林原野の広がり 
● 

     

●     

鎌倉 

～室町 
水辺における初期集落の出現 ● 

● 
 

● 
  

近
世 

江戸 

青梅街道の開設と田無宿のにぎわい  ● ●    
江戸近郊の薪炭林・雑木林の始まり  ●     
幕領とお鷹場による二重支配  ●     

上水・用水の開削と新田開発  ● ● ●   

江戸近郊農村としての発展 ● ● ●   ● 

多彩な民俗と信仰  ●  ●  ● 
幕府代官の支配と改革組合村  ●  ●   

幕末 幕末期の混乱及び戊辰の動乱    ● ●  

近
代
・
現
代 

明治 

新政と社倉問題    ● ●  
学制・教育令下の初等教育のはじまり     ● ● 
維新政府の宗教統制と庶民の信仰  ●  ●   

大正 

武蔵野鉄道の開通   ●  ● ● 
明治の俳諧から大正の『むさしの文

芸』へ 
     ● 

昭和 

文化住宅地の開発     ● ● 
教育機関等の誘致 ●    ● ● 
軍需工場の進出と空襲 ●    ●  
戦後の工場進出とベッドタウン化 ●    ●  
都市農業への転換     ●  
文化人の活躍      ● 

 

 

 
下
野
谷 

遺
跡 

水
と 

集
落 

旅
と 

物
流 

村
の
祈
り

と
誇
り 

近
代
化 

文
化
・ 

文
学 

 

(２) 西東京市の関連文化財群の例 

歴史文化の特性の要素から、本市における関連文化財群のストーリーの例として次

ページからの６つのストーリーが考えられます。過去から現在に連なる各ストーリー

は、文化財が現代の私たちの生活に息づいていることを示しています。 
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■ストーリーを構成する文化財等 

 石神井川・白子川 

下野谷遺跡、その他市内 13遺跡 

出土遺物（土器、石器等） 

したのや縄文の里 

■ストーリーの概要 

 市内で確認できる最古の人々の営みは４万年前の旧石器時代からで、白子川、石神井川流域

に最初の一歩が刻まれています。その後、４～５千年前に、武蔵野台地の自然を切り拓き、

水・土とともに千年もの長期にわたり下野谷（したのや）ムラに暮らした縄文人の「ふるさ

と」の物語があります。下野谷遺跡は南関東最大級の縄文時代中期の遺跡であり、大規模集落

遺跡に見られる特徴である複数の環状集落が隣接して発見される状況が認められています。河

川と森に囲まれた自然環境での暮らしや、流域での交流が存在します。 

縄文時代後期になり、環境や生業、社会の変化により、下野谷遺跡から人々は去っていきま

すが、彼らの暮らした石神井川の景観は残され、中世以降、再び集落ができると、市域では数

少ない水田がつくられ、村制が敷かれた後は、上保谷村の一部となります。 

現在では、早稲田大学のグラウンドや都立公園に隣接する駅近くの市街地ですが、足元には

縄文人のふるさとが今も残されており、平成 27 年に国史跡に指定され、「したのや縄文の里」

として整備が進む下野谷遺跡を活用したイベントには多くの人が集まります。 

また、石神井川の遊歩道も整備され、水とみどりと歴史が息づいています。 

■関連する小ストーリー・人物・事件等 

 ○縄文時代の集落の営みと優れた生活技術、芸術 

○自然と共存した生活 

○河川等を利用した広い交易ネットワーク 

○石神井川の昔と現在の姿 

 

  

①武蔵野台地を拓いた人々   
―縄文人のふるさと「下野谷」の物語― 

縄文土器出土状況 

 

したのやムラ復元 CG 

（VR下野谷縄文ミュージアムより） 



 

21 

 

 

 

 

  

「したのや縄文の里」 

竪穴式住居の奥にはマンションがみえる 

※４・６は欠番 
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■ストーリーを構成する文化財等 

 延慶
えんきょう

の板碑
い た び

 

上宿
かみじゅく

地下水堆
すいたい

 

又六
またろく

地下水堆 

吉村
よ し む ら

吉
よ し

信
の ぶ

 

西原自然公園、保谷北町緑地保全地域、碧山

森緑地保全地域等に代表される雑木林 

下保谷四丁目特別緑地保全地区等に代表され

る屋敷林 

名勝小金井（サクラ） 

石製
せ き せ い

尾張藩
お わ り は ん

御鷹場標
お た か ば ひ ょ う

杭
ぐ い

 

ふれあいのこみち、やすらぎのこみち 

史跡玉川上水、千川上水 

田無用水、田柄
た が ら

用水等の用水 

水車で用いられた石臼等の部品 

下田半
し も だ は ん

兵衛
べ え

 

稗倉
ひ え く ら

 

養老
よ う ろ う

田
で ん

碑
ひ

・養老
よ う ろ う

畑
は た

碑
ひ

 

下田家文書 

下田半兵衛富宅
とみいえ

の木像 

藍
あ い

玉
だ ま

生産 

農具・民具 

検地図
け ん ち ず

 

■ストーリーの概要 

 本市の中世の記録は少ないですが、初期集落は鎌倉～室町時代にできたことが、谷戸地域（上

宿）で発見された「延慶の板碑」によりわかります。市域にいくつか認められる初期集落は、い

ずれも石神井川や白子川、新川（旧・白子川）の源流域となる地下水堆付近に形成されており、

水との関係が注目されます。その後は江戸初期の武蔵野の薪炭
しんたん

林
りん

、近郊農村としての集落が形成

されました（武蔵野の新田開発）。尾張徳川家の鷹場になった時期もあります。 

また、玉川上水や千川上水の開削、当初は田無宿の飲み水確保のために玉川上水から分水され

た田無用水の開削は、新田開発や水車を利用した麦等の製粉を盛んにし、地域での営み、そして

江戸の食文化を支えてきました。中には、雑穀・粉商売で武蔵野の中心的な豪農となり、田無村

の名主を後々まで務めた下田半兵衛家の存在もあります。 

強い風や土埃
つちぼこり

をよけ、薪炭材を得るため、家屋の周りには屋敷林が形成されました。幕府も江

戸住民のための建築材や薪炭を得るため植樹を行い、「武蔵野」の景観が形成されました。 

明治以降は、製茶や製藍、養蚕
よ う さ ん

、たくあんづくりも盛んでした。そのような武蔵野の農村の姿

から、戦後の農地改革、都市化の進展を経て、都市農業が営まれる風景へ移り変わり、本市の現

代の姿となっています。 

■関連する小ストーリー・人物・事件等 

 ○武蔵野の景観変化と緑地保全 

○江戸近郊農村の開発と「字」に見られる名残 

○田無用水開削に伴う水車稼ぎと食文化(特別な日にうどんを食す等。「武蔵野うどん」) 

○近郊農村の経済とくらし 

○田無村名主・下田半兵衛家と稗倉、養老畑 

 

  

②水と集落  ―土に生きる近郊農村の物語― 
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郷土資料室歴史ジオラマ「養老畑と稗倉」 

 

下保谷四丁目 

特別緑地保全地区 
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■ストーリーを構成する文化財等 

 青梅街道・横山道等の街道 

田無宿（柳沢宿） 

八方江之
は っ ぽ う え の

継場
つ ぎ ば

 

柳沢庚申塔
こうしんとう

 

「御嶽菅笠
み た け す げ が さ

」 

文化九年検地図 

田無村御検地帳
ごけんちちょう

 

人馬賃
じ ん ば ち ん

銭
せん

御定
お さ だ

メ
め

掛札
かけふだ

（継
つ ぎ

馬
う ま

） 

高札
こうさつ

（火付ヶ
ひ つ け

御文言
ご も ん ご ん

高札
こうさつ

） 

武蔵野鉄道（現・西武池袋線） 

西武鉄道（現・西武新宿線） 

旧下田家名主役宅 

田無神社 

總持寺 

観音寺 

古くから続く店 

■ストーリーの概要 

  江戸城の大修理に伴う、漆喰
しっくい

の材料である石灰の輸送を契機に「青梅街道」が開かれ、輸送や

旅行者の休泊のための人馬
じ ん ば

継
つ

ぎ立
た

ての場として「田無宿」が成立しました。その後、石灰輸送は

衰退しますが、代わりに江戸への生産物の輸送や人々の往来で賑わい、多くの街道が集まる「八

方江之継場」と呼ばれるようになり、武蔵野の中心地として栄えた歴史があります。その賑わい

の様子は、江戸時代の旅のガイドブックともいえる「御嶽菅笠」にも、別名である「柳沢宿」と

して載っています。明治期には郵便輸送路としても利用され、経済は急拡大しました。新河岸
し ん が し

川
がわ

をとおる舟便の利用拡大や、その後の鉄道開通による輸送路変化の打撃を受けましたが、戦後の

高度経済成長期の車両交通の増加、新青梅街道の開通を経て、現在のまちの発展に貢献していま

す。 

 現代、青梅街道沿いには社寺や古い民家、古くから続く屋号を冠した商店が残り、江戸の物流

の一画を担い、にぎわった町場の歴史文化が今も息づいています。 

■関連する小ストーリー・人物・事件等 

 ○青梅街道の物流と田無宿のにぎわい 

○甲州街道の脇
わき

往還
おうかん

（バイパス）としての道路ネットワーク 

○農村への遊覧としての道 

 

  

③街場と生産場をつなぐ大動脈   
―旅と物流の舞台「青梅街道」の物語― 

市指定文化財第 12号 人馬賃銭御定メ掛札 青梅街道と市指定文化財第 28号 柳沢庚申塔 
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■ストーリーを構成する文化財等 

 延慶の板碑、下保谷の板碑群 

現・氷川
ひ か わ

神社の鳥居 

榛名
は る な

大権現
だいごんげん

石造物群 

馬駆
う ま か

け市
いち

大絵馬
お お え ま

 

南入
みなみいり

経塚
きょうづか

（経塚伝承） 

田無
た な し

神社、野分初
や ぶ そ め

稲荷
い な り

、天
て ん

神社、阿波洲
あ わ し ま

神社、

尉殿
じょうどの

神社、白
は く

山
さ ん

社
し ゃ

 

福泉寺
ふくせんじ

、四軒寺
しけんてら

（東禅寺
とうぜんじ

、寶晃院
ほうこういん

、如意輪寺
に ょ い り ん じ

、

寶樹院
ほうじゅいん

）、観音
かんのん

寺、西光
さいこう

寺（現・總持
そ う じ

寺）、持
じ

宝院
ほういん

 

三十番
さんじゅうばん

神
じん

信仰 

御嶽山
みたけさん

、榛名山信仰等の講 

富士塚 

石幢
せきどう

六角地蔵尊、文字庚申塔、北芝久保庚申

塔、南芝久保庚申塔、六角地蔵石
せ き

幢
と う

、水子地蔵

菩薩立像、西浦地蔵尊、岩
い わ

船
ふ ね

地蔵 

十王堂
じゅうおうどう

一宇
い ち う

建立の碑、又
また

六
ろく

石仏群 

撃
げっ

剣
けん

家
か

並木
な み き

先生の墓 

田無ばやし・保谷囃子
ば や し

、獅子頭
ししがしら

 

養老田碑・養老畑碑 

蓮見家
は す み け

文書 

招魂塔
しょうこんとう

 

賀陽
か や

玄
げん

雪
せつ

・玄
げん

順
じゅん

親子 

■ストーリーの概要 

  本市には中世の文字記録がほとんどありませんが、「延慶の板碑」が、阿弥陀
あ み だ

信仰を持つ人々

が谷戸地域に暮らしていたことを語っています。また、下保谷地域からは日蓮宗信仰に伴う文

字板碑が見つかっています。このような板碑群からは、地域の結びつきを知ることができ、消

滅した「南入経塚」を境に、上保谷の密教系仏教、下保谷の日蓮宗等を信仰する地域に分かれ

ていたことがわかります。また、村落の形成とともに、富士講や御嶽講
み た け こ う

等、様々な信仰が取り

結ぶ組織「講」も存在しました。また、寺院や神社も人々の信仰を集めてきました。明治維新

政府の宗教統制政策により、下保谷村鎮守の三十番神は禁止令を受けるなどしましたが、関連

する文化財は現在も大切に引き継がれています。同様に榛名大権現（現・氷川神社）も尉殿神

社への合祀
ご う し

を指示されましたが、10 数年にわたって抵抗を続けるなど人々は信仰を大切に受け

継ぎました。 

 田無村では代々の名主下田半兵衛を中心に文化や互助に優れたまちづくりが行われました。

下田半兵衛富永の庇護をうけた医師、賀陽
か や

玄
げん

雪
せつ

・玄
げん

順
じゅん

親子は、医療活動とともに文化面でも活

躍しました。また、田無神社の本殿の改修には、江戸の名工・嶋村
しまむら

俊 表
しゅんぴょう

が招
しょう

聘
へい

されました。 

また、村民の名前を刻んだ庚申塔や、明治初期に、凶作に備えた貯穀制度に対する出穀軽減

の要求をした「御門訴
ご も ん そ

事件」に関わった村人をのための招魂塔等、村人の結束と祈り、誇りを

示す文化財も多く残っています。 

これらの祈りの風景は社寺で行われる年中行事等に引き継がれ、地域のつながりを保ち、現代

生活に潤いを与えてくれています。 

■関連する小ストーリー・人物・事件等 

 ○御嶽山、榛名山、富士山等の信仰 

○三十番神信仰の禁止、天神社への改号 

○榛名神社の合祀反対運動と鳥居奪還・再興 

○御門訴事件 

 

④村の祈りと誇り 
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市指定文化財第 30号 
木彫彩色三十番神神像 
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■ストーリーを構成する文化財等 

 武蔵野鉄道・西武鉄道の開通 

保谷文化住宅地、 

長者
ちょうじゃ

園
えん

文化住宅地 

小宮家住宅（遠藤
えんどう

新
あらた

の建築） 

東京帝国大学農学部附属農場（現・東大生態調和農

学機構）などの教育機関 

東伏見稲荷神社 

住友重機械工業㈱田無製造所（中島飛行機田無試運

転工場・中島飛行機金属田無製造所）等の工場 

軽便
けいびん

鉄道が使用したガード 

しじゅうから第２公園付近（原爆模擬爆弾の被害） 

平和のリング（田無駅前の空襲） 

散華
さ ん げ

乙女の碑、和楽
わ ら く

地蔵菩薩立像、戦災

者慰霊塔（平和観音）等の慰霊碑 

青
し ょ う

面
め ん

金
こ ん

剛
ご う

庚
こ う

申
し ん

像
ぞ う

等被災文化財 

東京大学原子核研究所（現・西東京いこ

いの森公園） 

通商産業省工業技術院電子技術総合研究

所田無分室（現・都立田無高等学校、

現・向台運動場、現・市民公園グラウン

ド） 

ひばりが丘団地 等 

■ストーリーの概要 

  大正期の武蔵野鉄道（現・西武池袋線）と昭和初期の西武鉄道（現・西武新宿線）の開通によ

る開発で、現在の町の姿へと近づいてきます。鉄道沿線の新興住宅地開発に文化的な雰囲気をも

たらそうとした「文化住宅地」が造成され、同時に教育機関及びその関連施設の誘致が進み、現

在市内に立地する大学施設の原型が形づくられました。また同じ開発の流れで、京都の伏見稲荷

大社から分祀され東伏見稲荷神社が勧請
かんじょう

されています。 

その後は、日中戦争以降の軍需工場の進出で、当時国内最大級の中島飛行機の各種工場や関連

下請工場が次々とつくられ、社宅や独身寮もできました。そのことによって、第二次世界大戦末

期の空襲を受けることとなり、空襲では、学徒勤労動員中の女学生や、田無駅前の人々等が犠牲

となりました。市域には平和を祈る多くの慰霊碑が残されています。 

戦後の高度経済成長期では、石川島播磨
いしかわじまはりま

重工業株式会社（現・株式会社 IHI）などが操業を開

始しています。また、農村から都市への大規模な人口移動により、人口が急増しました。そのた

めの住宅建設としてひばりが丘団地等の大規模団地建設や宅地・マンションの分譲も進み、農地

の転用を伴う商業地の拡大・分散化により、現在の地域が形成されるに至っています。 

ひばりが丘団地は、戦後復興のシンボルとして多くの人が住みたいと思う憧れの住宅街でした。

現在の「住みたいまち、住み続けたいまち西東京」を目指す原型ともいえるかもしれません。 

■関連する小ストーリー・人物・事件等 

 ○軍需工場の進出 

○空襲被害（田無駅前、散華乙女の碑、原爆模擬爆弾） 

○高度経済成長期の工場進出と大規模団地開発 

 

  

⑤近代化するまちと産業と暮らし 

散華乙女の碑 
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■ストーリーを構成する文化財等 

 真
しん

誠学舎
せいがくしゃ

（現・田無小学校）・ 

上保谷学校（現・保谷小学校）・ 

芳谷
よしたに

学校（現・保谷第一小学校） 

田無連（俳人仲間）・文芸雑誌『むさしの文芸』 

小宮家住宅（遠藤
えんどう

新
あらた

の建築、自由学園界隈） 

民族学博物館 

詩碑釈 迢
しゃくちょう

空
くう

（折口
おりぐち

信夫
し の ぶ

）「田無の道」 

茨木
いばらぎ

のり子の家 

アニメーション 

多摩六都科学館 

■ストーリーの概要 

 江戸時代末期、本市の地域にも「寺子屋」と呼ばれる初等教育施設が存在しており、子どもた

ちへの読み・書き、そろばん等が、僧侶等により教えられていました。明治期に入ると、学制に

よる「真誠学舎（現・田無小学校）」や「上保谷学校（現・保谷小学校）」「芳谷学校（現・保谷

第一小学校）」が設置され、学びの場は学校へと移り、現在の小学校へとつながっています。ま

た、江戸期からの俳人仲間や、大正デモクラシーの波による「むさしの文芸」が興った歴史もあ

ります。 

昭和初期には保谷村に渋沢
しぶさわ

敬三
けいぞう

、高橋
たかはし

文
ぶん

太郎
た ろ う

らにより日本最初の野外博物館でもある「民族学

博物館（日本民族学会附属研究所・博物館）」が開設され、民族学の拠点となりました。しか

し、現在は閉館し、収蔵資料は、国立民族学博物館（みんぱく）へ移っています。 

他方、大正から昭和初期にかけての自由学園による住宅開発地に建てられた遠藤新設計の住宅

や戦後を代表する女流詩人である茨木のり子の暮らした家も存在しています。 

近年ではアニメーションの町としても知られるようになりました。また近隣市と共同で運営す

る多摩六都科学館では幅広い研究・展示がなされ、最新の科学の成果にふれることができます。 

市内に息づいた学問・文学・文化の香りを今も感じ、学ぶことができます。 

■関連する小ストーリー・人物・事件等 

 ○寺子屋から学校、小学校への人々の学びの変遷 

○俳人社会や武蔵野文芸会 

○日本最初の野外博物館「民族学博物館」 

（渋沢敬三、高橋文太郎、今
こ ん

和
わ

次
じ

郎
ろ う

、宮
み や

本
も と

馨
け い

太
た

郎
ろ う

） 

 

 

  

民族学博物館ジオラマ 民族学博物館ジオラマ 

⑥武蔵野の人々の学問・文化・文学 
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関連文化財群⑤ 近代化するまちと産業と暮らし 

関連文化財群⑥ 武蔵野の人々の学問・文化・文学 


